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1．は じめに

　環境 ・公害問題 に つ い て 「被害が階層的に マ イ ノ リテ ィ に集 中す る1 （飯 島，1998 ：31）と

い う命題が提示 されて い る。それ は，米国に お い て は，健康や 生活 の 質に 関わ る 環境問題が人

種的マ イ ノ リ テ ィ 地域な らび に経済的貧困地域に集中 し て 見 られる と い う形 で現 われ て お り，

い わゆ る 「環境人種差別 （environmental 　racism ）」 または 「環境保護に お ける 不 平等 （environ −

mcntal 　injustice）」 と して 問題化 し て い る （Bullard，1994 ；BuUard 　ed ，，正994 ；Lavelle　and 　Coyle，

1992 ；Bryant　 and 　Mohai 　 eds ．
，

1992 ；U ，S．　General　Accounting 　Office，1983 ；United　Church　of

Christ　Commissioll　for　Racial　Justice，1987）。 米国特有 の こ の ような環境格差 は，実際に は，問

題 化す る 80年代以 前か ら存在 して い た こ とが
， 研究者 に よ っ て 指摘 されて い る （Szasz　and

Meuser，1997）。 しか しなが ら ，
こ の よ うな状況 も ， 問題状況 を告発 す る主体が存在 しなか っ

た た め に ， 長 年， 社 会的認知が低 い ままで 放置 され て きた の で ある 。 こ れ は，環境問題を論 じ

る際，問題 を訴 える主体あ る い は 「当事者」の存在が い か に重要で ある か を示唆す るもの で あ

る （寺田，1998 ：9）。 そ こ で本稿 では，米国 の 産業公 害聞題 の 事例 に お い て ，「当事者」 と し

て の 住民 をめ ぐる企 業の 動 き に つ い て分析 を行な う。

　本稿で取 り Hげる の は，巨大な化学企業が ，工 場周辺 の 上地 ・家屋 を買収 し，住民 移転 を行

な っ た事例 で ある 。米国南部 の ル イ ジ アナ州 では，こ れ まで に，化学企業 に よる工場隣接地 域

の ［買 収／ 移転」が 4地 域 で 行わ れ て お り，うち3事例 は 1980 年代後半 に発生 した （Wrlght 　 et．

al．，1994 ： 117−122 ）。 こ れ らの事例に つ い て
・
括 りに論 じ て しまうの は危険で ある が ，買収 を

行 なっ た の が化学企業 で あ り，移転 した住民 の 多くが ア フ リ カ 系ア メ リ カ 人 で あ っ た こ とは共

通 して い る 。
こ れ らの移住 プ ロ グ ラ ム に公権力は 介入 し て お らず ， 住民 が 企 業に 買収 を要求 し

た 例 もあれ ば
，

企 業 自ら が 進 ん で 「買収／ 移転」計画 を 近 隣住民に提示 した 結果，住民自身の

決定で 移住が行われ た例 もある 。 また，こ の 4事例の ほ か に，住民が 「買収／移転」 を切望 し

て い るに もかか わ らず ， 企業がそ の 要求に応 じて い な い 3地域が存在する 。

　こ こ で は，巨大化学企業で あ るダウ ・ケ ミ カ ル （D ・ w 　Chemical　C・ mpany ）に よる モ リソ ン ビ

ル 地域 （Morris。 nvMe ）の 「買収／移転」 に つ い て 検討 を行 なう。 その 理 由は，モ リ ソ ン ビ ル

地域の 「買収／移転」が ，住民 の 自発的な意思 で は な く，企 業側 の 意向に従 っ て 全 面的に 立

案 ・実行 された点 が特徴 的 だか らで ある。企業先導で ，訴訟 を伴わず に行 われ た住民 移転 の 例

と し て は
， 訴訟社会で ある米国で は初の 事例 とされ て い る 。 また，企 業が ，「買収／移転」の
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プ ロ セ ス を公 開 して い るため ，最 も情報が 入手 しや すい こ とも理 由と して 挙げ られ る
m
。分

析 に あた っ て は，企業に よる 「買収／移転」 プロ グ ラム が登場 して きた背景に つ い て まず整理

し，そ の 上 で，こ の 「買収／ 移転」は企業の環境 問題 の解決策 と して どの よ うに 解釈する こ と

が で きる の か，に つ い て 答え て み た い 。結論 を先取 りする と，企 業 の 対応 は，人種的 マ イ ノ リ

テ ィ 地域 にお け る 環境 「
「｝

口」題 の 解決 に 向か っ た もの で はな く，「問題化」 を避ける た め の 方策 ，

つ ま り 「当事者はず し」 とい う側面が否め な い こ とを指摘 し た
．：2〕

。

2．ア フ リカ系 コ ミュ ニ テ ィ買収 と住民移転

2．1，地域 と企 業の概要

　米国深南部に位置する ル イ ジ アナ州 （人口 420万 人）は，石油 や天然 ガ ス ，塩 な どの 工 業原

料が 州内で 豊富に産出され るそ の 恵 まれ た 自然条件の ため
， 戦後，石油精製業や石油化学産業

の 急速な発庶が み ら れ た地」或で ある （Eakin　and 　Culbertson，1998）。ミ シ シ ッ ピー
川 の 河1．．iに は

，

多数 の 化学工 場や 産 業廃棄物施設な どの 産業施設が 川沿い に 進出 し て お り， 広範域 の 重化学 ⊥

業地 帯が 形成 さ れ て い る 。 州政府 と産業界は
一

員して 否定 して い る が，
一

部 メ デ ィ ア や 環境活

動家が 「ガ ン 街道 （cancer 　alley）」 と呼ぶ 地域 で もあ る
（3）

。

　本稿で 取 り上 げる 地域は
，

こ の 「ガ ン 街道」 にあ り， 州都 バ トン ・ル ー
ジ ュ か ら約 10マ イ ル

の と こ ろ に存在 し た 。 ミ シ シ ッ ピー
川 と工 場 に挟 まれ た 208 エ ーカ ー

（1エ ー
カ
ー

は約4047  ）

の 土 地 に ， 295人 （87世帯）が生 活 し，経済的には，主 に労働者階級 かそれ以 下 の 人が ほ と ん

どで あ っ た 。 移転対象者に は，白人 コ ミ ュ ニ テ ィ の カ ッ ト・オ フ （Cut−Off）住民 も含 まれ て お

り，人種構成 は ，ア フ リ カ 系住民 が 60 ％ で ，白人 が 40 ％ で あ っ た （Louisiana　Advisory

Committee　to　the　U ．S．　Commission　on　Civil　Rights，1993 ：51）。

　買収 した の は，32力国に 123の 工 場 を もつ 多国籍化学企業の ダ ウ ・ケ ミ カ ル で ある 。大規模

な施 設を持 つ ダ ウ ・
ケ ミ カ ル の ル イ ジ ア ナ 工 場は ，イバ ビ ル 郡 （lberville　Parish）とウエ ス ト・

バ トン ル
ー

ジ ュ 郡 （West　Baton　Rouge 　Parish）に またが り，1500 エ
ー

カ
ー

の 工 場敷地内に ある

22の 製造 プ ラ ン トで ，塩化 ビ ニ ル ・モ ノ マ ーな どの プ ラ ス テ ィ ッ ク原 料 と製品，農薬 ，医薬 晶

な ど を製造 し て い る
・14）

。 1997 年実績で ，こ の 企業 の 大気，水質，土壌 へ の 汚 染物 質排 1
「111量 は

イパ ビ ル 郡 内で 最大 と な っ て い る （Louisiana　Department　Environmental　Quality，
1999）。

2．2，工 場進出と拡張の 時代 ：1980 年代前半まで

　 モ リ ソ ン ビ ル 地域 を含め て ，ル イジ ア ナ州内で 化学企業に よ っ て 買収 され た地域 は，南北戦

争後，い わ ゆ る逃亡奴隷 と呼ばれ た ア フ リカ 系ア メ リ カ 人 に よ っ て ミ シ シ ッ ピー
川沿 い に 形成

された集落で ある 。 ダウ
・
ケ ミカ ル の 進出時，⊥ 場川 地 に隣接 して モ リ ソ ン ビル 地域が存在 し

て い たが ， 1958年当時とい うの は，教育，雇用，選挙権 などの 点で 人種差別が存在 して い た時

代で あ り，企 業側は r．場操業に あた り， 特段 の 注意を近辺住 民 に 払 う必 要はなか っ た の で ある 。

　企業の 地域住民 無視は 進出 当時だ け で な く，それ以 降も続い た 。 企 業が
， 操業開始時は コ ミ
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ユ ニ テ ィ との 間に あ っ た バ ッ フ ァ
ー ・ゾ

ー
ン を食 い つ ぶ す形 で徐 々 に工 場施設 の拡張を行な っ

て い っ た。周辺 地域住民の 健康や住環境の 質を維持する ため に必要 と思われ る，
一

定距離の バ

ッ フ ァ
ー ・ゾ

ー
ン を堅持す る こ とよ りも，施設 の 拡張を選 ん だ 企 業 の 姿勢 を見る 限 り，モ リ ソ

ン ビル 住民 へ の 配慮があ っ た とは思 われな い
。

　住宅 地 を汚染施 設か ら保護 する た め の 土 地利用規制政策を取 っ て い な い ル イジ ア ナ州政府お

よ び地方政府の 無策が
，

企 業の こ の ような活動 を後押 しする形 とな っ て い る。州政府 の 土 地利

用政策が，産業公 害か ら住環境 を守る Eで 大 きな 貢献 を果 して い る オ レ ゴ ン 州 な ど の 例 もある

の で ある （Louisiana　Advisory　Committee　to　thc 　U ．S．　Commission 　on 　Civil　Rights
，

1993 ：44−45）tt

こ の よ うな環境保護的な土地利用メ カ ニ ズ ム に は，政治経済そ して 人種的 な要素を含ん で い る

ため，特に低所得 の 人種的 マ イ ノ リテ ィ には，ゾ
ーニ ン グ制度 な ど の 土 地利用規制が 効果的に

機能 して い ない こ とをブ ラ ー ドは指摘 して い る （Bu 且lard，1994：8〕。農村部 におけ る こ れ らの

ア フ リカ系 コ ミュ ニ テ ィ は，州 と郡政府の 消極的な土地利用政策の ため に ，環境汚染か ら身を

守る 重 要な防御手段 の
一

つ を欠 い て い るの で あ る 。

　現在 で は ，モ リ ソ ン ビ ル住民の 菓地 は工場敷地内 に あ る。 こ れ らの 墓石 の い くつ かに は ，名

前 も彫 られ て い な い もの が あ り，そ こ か らは 該当住民の 経済 レ ベ ル を推測す る こ とが で きる 。

経済的 に も貧 しい 人が大
し
トで あ り，人種的に もマ イ ノ リ テ ィ で あ っ た ア フ リ カ系住民の存在 と

そ の 生 命は
， 巨大な資本力 を持つ 石油化学企業と地 方政府に よ っ て 無視 な い しは 軽視 され きた

と言え る だ ろ う 。

　企業の こ の よ うな姿勢に 対 して ，隣接する工場か らの 悪臭や騒音に つ い て 不 満に感 じ る モ リ

ソ ン ビ ル 住 民 もい た と い う （Bowermaster ，
1993）。 し か しなが ら，住民か ら企 業に対 して ，環

境問題や健康面 につ い て の 不満 な ど を公式な形 で 訴 えた こ とは 無か っ た 。 企 業に対 して抵抗を

試み ない 住民の 態度は，企業 に とっ て は好都合で あ る 。 企業 に よる モ リ ソ ン ビ ル 住 民無視 は
，

周 辺住民 の こ の よ うな従順 な態度 に よ っ て も維持され て きた と言え よう。

2．3．環境正義運動の 盛り上 が り ：1985年代以 降

　企業 と地 域住民 との 関係 に変化が見 られ た の は，1980年代の 後半で あ る 。 当時は，人種的 マ

イ ノ リ テ ィ に よる反公害運動，い わゆる環境正義運動 （Environmental 　Justiee　Movements ）が 全

米的に 見ら れ 始め た時期で あ り，ル イ ジ ア ナ州で も活発な運動が展開 され て い っ た 。本事例に

大 きな影響 を及ぼ した と考えられ て い る の は，ダ ウ ・ケ ミ カ ル と同じイバ ビ ル 郡内 で 操 業す る

化 学 企 業 （Georgia　Gulf　Corporation）が，1986年に 隣接する ア フ リ カ系 コ ミ ュ ニ テ ィ住民か ら

健康被害 な ど を理 山に提 訴 され た 事例 で ある 。 被告企業 と原告住民 との 問 に 和解が 1988年に成

立 し， 住民の希望通 り，汚染地 の 買収 と住民移転が 企業の 資金 に よ っ て 実施さ れ る結果 と な っ

た。ダ ウ ・ケ ミ カ ル は
，

こ の 事例を注視 し て い た と言 われ て い る。

　他の 関連事項 として ，「ガ ン 街道」で操業する シ ェ ル石油工 場で ，1988年 に 7人 の T．場勤務者

が死 亡す る爆発事故が 発生 して い る 。 隣接す るNorco地域住 民 な ど の 被害者 に支払われた ，賠

償金額は総計43，000，000ドル で あ っ た （Bowermaster ，1993：50）。

　他企業で和解金 や賠償金 問題 が発生 す る以前 の 1983年 に，実は，ダ ウ ・ケ ミ カ ル 工場内 で の
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有害廃 棄物問題 が浮上 して い る 。 ル イ ジ ア ナ州で 有害廃棄物に 関する 条 例 が定 め られ る の は

1973年で あ り，それ ま で は，生産過程 で 排出する汚泥 や 有害 な液体廃 棄物は敷地内に 掘 っ た穴

に じか に投棄 され ，そ の 上 は土砂で 覆土 され る の み で あ っ た 。 企業 は
，

か つ て投棄 し た 約 12．4

万 トン の 大量 の 有害廃棄物の 浄化作業に 取 り組 ん で い る 。 し か し，それ らの 液体廃棄物が敷地

外に 向か っ て徐 々 に移動 して い る こ と が判明 して お り，敷地 外に到達 した場合，最初に被害を

受け る の は ，モ リ ソ ン ビ ル 住民で ある 。

　以 上 をま とめ る と
， 自社工 場 の 廃棄物問題 にかか わる賠償問題 が将来的に発生 する可能性が

否定で きな い 状 況で ， ダウ ・ケ ミカ ル は，同 じ地域の 同業者が ア フ リカ系住民 に よ っ て提 訴 さ

れ，和解に 応 じた
．一
連の 経過 を目の 当た りに した 。 さらに，全国的 な ア フ リカ系ア メ リカ人 に

よ る環境運動の 動向 を考える と，こ れ まで はあ ま り重 要視 して い なか っ た モ リ ソ ン ビ ル 地域住

民 は ，突如 と して 潜在的 な異 議申立 て 者 （claims −maker ），
つ まり 「当事者」 と して 浮上 した と

考え られる 。 そ こ で ，企業が選択 した解決策が ，次 に 説明する近 隣住民 の 移転で あ る 。

2．4．化学工 場 と コ ミ ュ ニ テ ィ 買収

　 1989年5月に 企 業は 「買収／移転」計画 を提 示 した 。一
部 の 住民 の 問か らは，計画 に対す る

“
疑心

”
の 声が 聞か れ た

。 州内の 環境 団体や 公民権団体の 関与 もあ り， 計画 阻止 へ 向けた動 き，

また代表訴訟 を取 りまとめ る動 きもあ っ た が ，
い ずれ も不成功 に 終わ っ た 。

　 ダウ ・ケ ミ カ ル が，住民に対す る補償を含め ，モ リ ソ ン ビ ル 87世帯の 移転計画 と新 しい 分譲

地 用 の 教 会建 設 費用 な ど に 費 や した経費 は，総額 12，000 ，00 ドル 以 上 とな る見 込 み で あ る

（Taylor，1992 ；Louisiana　Advisory　Committee　to　the　U ．S．　Commission　on　Civil　Rights，1993）。 企

業は ，住民 移転に際 して ，住 民 と の 交渉 の ため に ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク の 移転専門コ ン サ ル タ ン トを雇

い ，さ らに，住民の 移転に 必 要な，税務，法，不動産 とい っ た専門家の 助言 も無償で 提供 して

い る （Bowe   aster
，

1993 ）。 モ リ ソ ン ビル の 住民 で ，現在で も買収プ ロ グ ラ ム に 応 じて い ない

住民 は ，4 肚帯 の み で ある。買 収に応 じた住民 の 多くは，同郡内そ して 隣接す る郡に 新 し く作

られ た2つ の 分譲地 に ，集団で 移 り新生活 を始め て い る 。そ こ で は ，セ ン トラ ル ・エ ア
ー ・コ

ン デ ィ シ ョ ニ ン グ など も設置 され た ，以前 よ り立派 な家 に住む こ と に な っ た人 も多 い
。 1999年

2月に は ，移転 地 に 新 しい 教 会 （ナ ザ レ
ー ・バ プ テ ス ト教会）が 完成 し

， 移転 プ ロ グ ラ ム は ほ

ぼ 完 ∫して い る D

　上 記の 移転 プ ロ グ ラ ム が 行わ れ た結果 ，
モ リ ソ ン ビ ル 住民が将来発生 し得 る事故な どで被害

を受け る 可能性 は か な り低 くな っ た 。 企 業側は，住民移転 プ ロ グ ラム を行な う上 で物資的 ・金

銭的 に は十分な補償 を提供 し，情報公開も行な っ て い る 。 移転 に対す る補償内容に つ い て ，
一

部の 白人往民か らは不満が 出 されたが ，最低ラ イ ン が 50，000 ドル の 申 し出で あ り，こ の 地域で

は 新築 の 家屋 が 入手で きる価格 に ，多 くの ア フ リ カ 系住 民 は ，企 業が提示 した価格 を公平

（fair）で ある と認識 して い た とい う
ls〕

。 こ の よ うに，地域買収 と住民移転 の プ ロ セ ス に お い て ，

住民 に対する誠 意が企業か ら全 く感 じられな い とい うこ とは ない 。企 業は住民 に とっ て も有益

な プ ロ グ ラ ム で あ っ た こ とを強調 し，「敗者無 しプ ロ グ ラ ム （win −win 　pregraln）」 と評価 し て い

る （6）
。 ダ ウ ・ケ ミ カ ル と産業界 に と っ て は，訴訟 を伴わず，ま た

，
企 業 イ メ

ージ を損な う こ
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原 口 ； 「当事者 は ず し」 と して の環 境汚染地 買収 と住民移転

とな く遂行で きた こ の プ ロ グ ラ ム は
［‘
成功例

”
で あっ た の で ある （Taylor，1993）。

3．環境正 義の 視点か ら見 た 「買収／移転」プロ グラム

　企 業が 以前 と同 じ場所で 経営を続 け て お り，そ の 周辺 コ ミュ ニ テ ィ が崩壊 した こ と は事実で

ある 。
コ ミ ュ ニ テ ィ の 「買収／移転」は，「敗 者無 し」と言 い 切 っ て よい の で あ ろ うか 。

　「買収／移住 」計画に不満が あれば，申し出に応 じる必要がなか っ た に もか かわ らず，住民

の ほ ぼ すべ て が 移転 した の は，それが住民に とっ て 「ベ ス ト ・チ ョ イス 」に近 い もの と認識 さ

れ た か らで ある 。もちろ ん，住民が 納得する よ うな条件 を企業側が提示 した こ とも大き く影響

し て い る こ とは閲違 い な い c しか し， ［1場 に 囲 まれ て お り，実際 に，工 場 の 爆発事故や 環境汚

染 の 危険に曝 さ れ て い る と い う状況 ，
ま た ，こ の よ うな十地 で あ る の で ，今後土地 を売る こ と

が で きな い とい う点に お い て ，住民に と っ て ，選択 の 余地 は無か っ た とも言 え る 。 「囲い 込み 」

（高田 ，
1975 ） ともい える 状況 に住民 を追 い つ めた の は ，近隣住民 を無視 して 営利活動を行 な

っ て きた 企業 で あ り ， 土地利 用政策に な ど適切な対処を怠 っ て きた州政府や 郡で ある 。 ダ ウ ・

ケ ミ カ ル か ら買収 の 申し出 に対 し，で きれば移住 した くな い 住民が ほ とん どで
， 「出て 行 くな

ら皆で 」 とい う雰囲気で あっ た とい う
C7）

。 企業か ら提供 され る快適 な 「空 間」 よ りも， 生 ま

れ 育 っ た 「場所性」 に こ だわ っ て い た住民が （堀川，1998），最終的に は 「移転が得策」 と判

断せ ざるを得 な い 状 況 に迫 られた 。 こ の よ うに見 て い くと，「敗者な し」 とい うに は程遠 く，

移転住民は，圧倒的な資本 をもつ 企 業とそれ を支 えた地方政 治の 「二 重 の 差別」による被害者

と言 える の で は な い か ．

　前項で 述 べ た，企業に よる 「敗者無 しプ ロ グ ラム 」と い う評価は ，「買収／移転」時点 にお

ける 状況判断で あ り，
こ の ような解決策に 至 っ た経緯な どを考慮 に 入 れた場合，こ の プ ロ グ ラ

ム に 対する 評 価は全 く違 っ た もの に な る の で ある 。

　自社 工場 と似 た状 況 に あ る別 の 化学企業が，近 隣 の ア フ リカ系住民 に よ っ て 裁判を提起 され，

結 局 ，
コ ミ ュ ニ テ ィ 買収 と い う住民 の 要求を飲 み 和解 に 至 っ た こ と が ，「買収／移転」プ ロ グ

ラ ム 実行 の 契機 にな っ た と い う見方 を
，

ダ ウ ・ケ ミ カ ル 自身否定 して い ない
tS ；

。 自杜工場 に

有害廃棄物 の 汚染問題をかか え，州内外 で は 環境正義運動が 盛 り．ヒが っ て お り， 周辺住民 に補

償請求 される可能性が 生まれ て きた 。 企業が 「買収／移転」時に 支払 っ た額は ，
“
万が

一”
の

事故発生 時に支払 う和解金や補償 ・賠償金 よ り安 くすむ，とい う試算があ っ た こ とが 明らか に

な っ て い る 〔Alexander ，1990 ：43）。 何 らか の 対策が必要 とされ た際に ， 経済効率性か らみ て

得策で あ っ た近 隣 コ ミュ ニ テ ィ の 買収 と住民移転が行わ れ た 。 し か し，こ れは環境問題 に対す

る 根本的な解決策で はな い
。 企業が，本来の 意昧で 環境問題 の 解決に 向か うなら ば，汚染物質

の 排 出削減や 操業規模縮小など に よ っ て ，近隣地 域 の 環境負荷を縮小 す る ような対策 をと る と

予 想 さ れ る 。 そ の よ うな環境対 策 を避け，企 業は ，「当事者」 を自社⊥ 場の 周 りか ら移転 させ

る こ と で
， 「問題 化」を避 ける こ とが 可能とな っ た。こ こ で 「買収／移転」プ ロ グ ラ ム は ，「問

題化」 を回避す るた め の 「当事者は ず し」で あっ た と解釈で きる の で ある。
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研究 ノ
ー

ト

　上記 の よ うに，企業 に とっ て 有益なプ ロ グ ラ ム で あ っ たか ら こ そ実行 され た の で あ り，逆 に

企 業が こ の よ うな認識 を もた な い 限 り，こ の プ ロ グ ラ ム の 実行は有 り得なか っ た と思われ る 。

こ の事例 は，現代 の 米国社会 に お い て ，巨大な資本 を持 つ 多国籍企 業 が周 辺住民 の 配置 さえも

コ ン トロ
ールす る こ とが 可能なこ とを示 して い る の で ある ，、

　「当事者はず し」に 関連する事例が，す でに発 生 して い る。「ガ ン 街道」 に進出 しようと した

日系化学企業は ，工 場予定地が ア フ リ カ系地域に 近か っ たため ，「環境人種差 別」と糾弾され

た （原［
，

1999）。 日系企業 は当初 の 計画 を断念 し，ダウ ・ケ ミ カ ル の ル イジ ア ナ 工 場隣接地

（ダ ウ ・ケ ミ カ ル 所 有地 ）を購入 し
，

1999年 よ り工 場建 設 に 入 っ て い る 。ダ ウ ・ケ ミ カ ル とは

ビ ジネ ス ・パ ー
トナ

ーと な る 予定で ある 。連邦環境保護庁の 「環境正義 1担当職員は，「（日系

化学企業で ある ）シ ン テ ッ ク は，も しモ リ ソ ン ビ ル ・コ ミ ュ ニ テ ィ が存在 して い た な ら ば
， 再

び 『環境 人種差別』の 非難 を浴び て い た だ ろ うこ とは間違 い な く，こ の 地 に 立地す る こ と は で

きなか っ た はずだ」 と語 っ た
ig；

。
こ の化学工 場建 設 に つ い て の 反対 運 動は 再発 した に もか か

わ らず，企業は最終的に進出に成功 した 。 その大 きな要因の ひ とつ は，ダウ ・ケ ミ カ ル が⊥ 場

周辺の 人種的 マ イ ノ リテ ィ 住民 を空 間的 に遠 ざけ て い た こ とで ，今回 は，環境人種差別 とい う

批判を避け る こ とが で きた点に ある 。 環境正 義運動が 強調す る 「人種的 マ イ ノ リテ ィ＝被害者」

と い う構図 を逆 手に 取 る よ うな形で ，企業側は環境正義問題化 を制御す る こ とが 可能だ っ た の

で ある 。

4．む すび に か えて　今後 の課題

　環境正義運動の 盛 り上 が りに伴 い ，企 業が近 隣 の ア フ リカ 系住民地域 に目をむけ始め て い る 。

企業が ア フ リ カ系住民を 「当事者」 と して認識する ように な っ た こ とは，環境正義運動 の ひ と

つ の 成果 で あろ う。 しか しなが ら，本事例 における 企業が 汚染問題に 対処する際に と っ た解決

策は
， 問題 を訴える近隣住民 の 移転 で あ り，「当事者はず し」に よ る 「問題化」の 回避で あ っ

た。企業 自らの 変革を伴わ なか っ た 「買収／移転」 プ ロ グ ラ ム 自体は，地域環境改善 の ため に

はほ とん ど貢献 して い な い 。さらに，選択 の 余地が ほ とん どな い ような状況に住民が追 い 込 ま

れ て し ま っ た経緯に つ い て 考慮する必 要があ る こ と も指摘 しtt，，こ の よ うに本事例に は重要な

論 点が 含まれ て い る に もか か わ らず，住民に 対 して 手厚 い 移転補償が提供 され て い る ために，

こ れ ら の 問題 が 隠蔽 され や す くな っ て い る の で は ない だ ろ うか 。 特 に ，なぜ 「当事者 はず し」

とい う解決策が 実行可 能だ っ た の か とい う論点は，非常 に 重要 な点で あ り，今後の 課題 と した

い
。

注

（D 裁判が 絡ん だ 他の 事例で は，最終的な 和解内容や 裁 判所 に提 出 され た資料
．類 が，企 業か らの 要 請で 非公

　開 とな っ て い る。
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原 口 　 「当事者 は ず し」 と して の 環境汚 染地 買収 と住 民移転

（2）本 槁 で 用 い た データは，コ ミ ュ ニ テ ィ 「買収／移転」 に 関 わ っ た リ
ー

ダー的 存在の 住民，経過 を良 く知

　る近 隣住民 か らの 聞き取 りとい っ た現 地 調 査，こ れ らの 事例 に 関 わ る 既 刊の 出 版物か ら 得て い る。尚，本

　稿 の 事例 につ い て，網 羅 的 な調査 を終了 した段階で は ない が ，研 究 ノ
ー

トとい う形 を取 り，中 間 報告 と し

　て 執 筆 させ て 頂 い た 。

〔3〕例 え ば，こ の 地域 に 関す る 最 近の 報道 に は，Koeppel （1999）が あ る 。

（4） ダ ウ ・ケ ミカ ル の WWW ペ ージ 〔http：！！wvvw 、dow ．c 〔｝m ！facilities！plaquernine．htm）よ 10　．

（5） ニ ュ
ー・オ リ ン ズ の 地 方紙 〔James 　O

’
Byrne ，

“
The 　Death 　of 　a　Town ，

”
Times−Plcayune

，
　 Fcb，2  ， 1991，

　A1 ．〉 の 報道 よ り。

（6）ニ ュ
ー・オ リ ン ズ

．
市内の 私立 大学Tulune　Unlvcrsity

．
↑こ催 の シ ン ポ ジ ウ ム に お ける，ダ ウ ・ケ ミ カ ル 代表

　者の 発言か ら （20（10年3月 IS 日，ニ ュ
ー・オ リン ズ市 に て ）。

（7）地元 仕 民A 氏 か らの 聞 き取 りに よ る （2000 年2月26 日，ル イジア ナ州 セ ン ト・ジ ェ
ーム ス 郡 に て ）。

（8）（6〕 に 同じ。

（9）ル イ ジ ア ナ州 を管 轄 内 に もつ 連 邦 環 境 保 護 庁 の 第6地 方局 の 「環 境 正 義」 担 当 の 職 員 か らの 聞 き取 りに

　よる （2000年3月22凵，テ キ サ ス 州 ダ ラ ス に て ）。
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